















An Attempt of Insect Specimen Preparation Program in a Specialized Education
“Natural Science Teaching Methodology”



































































































































































































































の自然環境教育のお手本となっているレイチェル・カーソン（Rachel L. Carson, 1907-1964）
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は、宮城県内では10名に満たないという。このような現状の中で、本学から189名の昆虫標
本作製経験を有する小学校教諭有資格者を輩出した意義は大きい。
　学生たちによる感想に共通していたように、彼らは、奪った生命の呵責を背負いつつ、初め
て行う標本作りに悪戦苦闘を繰り広げていた。翅が粉々となり、標本完成に辿り着けなかった
蝶も少なくない。その哀れな蝶たちはどうなったか？講義終了後に、紙に包んだものを、こっ
そり外に持ってゆく学生の姿があった。蝶が吸蜜していたシロツメクサの葉陰に、その中身は
そっと置かれていた。学生たちを疑うようで気が引けるが、この演習後、必ず実験室のゴミ箱
を確認している。2010年の開講以来、未だ一度も筆者は昆虫の亡骸を確認していない。
　こうして、筆者らが幼児期に体験した野生の命との深い接触を、大学生として初めて経験し、
彼らは自然教育の2030年問題の真っただ中に飛び立ってゆく。幼児期に積み忘れた荷を俄か
に帆柱に括り付け、漕ぎ出してゆく。その荷が解かれ、結果がもたらされるのは、筆者が見届
けることの適わない、だいぶ先のことである。
